
 

北風にもめげず、嬉しそうに杵を持つご利用者達 

年の暮れ、見沼緑水苑恒例「餅つき大会」。この日、芝川から吹き突けるこの冬一番の強

い北風が吹くなか、地元ボーイスカウトの子供達、デイと特養職員、そしてご利用者様

まで嬉しそうに杵を振り、今年の締めをこの餅つきに託しながらつき上げました。 

この後、ついたお餅は「卸し大根、納豆、黄粉、小豆など」にからめ、昼食やおやつの

時間においしくいただきました。 


